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７
月
13
日
、総
務
省
が
、住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
の
人

口
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
古
平

町
の
人
口（
外
国
人
除
く
）は
前
年
比
86
人

減（
２
・
53
％
減
）の
３
３
１
１
人
で
し
た
。

こ
の
発
表
に
基
づ
き
、
古
平
町
の
人
の
動

き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

毎
年
約
80
人
ず
つ
減
少

　

古
平
町
の
人
口
を
遡
っ
て
み
る
と
15
年

前
は
４
５
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

現
在
と
比
較
す
る
と
約
１
２
０
０
人
多
く
、

平
均
す
る
と
毎
年
約
80
人
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
自
然
増
減
は
40

人
減
で
、
15
年
前
と
比
較
す
る
と
死
亡
は

微
増
で
し
た
が
出
生
は
約
41
・
67
％
減
少

し
ま
し
た
。
社
会
増
減
は
46
人
減
で
、
15

年
前
と
比
較
す
る
と
転
入
・
転
出
共
に
大

き
く
減
少
し
ま
し
た
。（
表
２
参
照
）

　

自
然
・
社
会
増
減
と
も
に
減
少
の
幅
は

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
対
策
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
人
口
は
増
加

　

外
国
人
の
人
口
は
倶
知
安
町
や
ニ
セ
コ

町
で
は
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
に

よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
が
、古
平
町
で

は
水
産
加
工
場
で
働
く
方
が
増
え
、15
年
前

は
３
人
で
し
た
が
、こ
こ
数
年
は
30
人
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

小
・
中
学
生
は
お
お
よ
そ
半
分
に

　

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
学
校
基
本
調

査
に
よ
る
と
北
海
道
の
小
学
生
は
34
年

連
続
、
中
学
生
は
30
年
連
続
減
少
し
て
い

ま
す
。
古
平
町
の
今
年
度
の
小
学
生
は

１
０
３
人
、
中
学
生
は
48
人
で
、合
わ
せ

て
１
５
１
人
で
す
が
、

15
年
前
と
比
べ
る
と

お
お
よ
そ
半
分
に

減
っ
て
い
ま
す
。（
表

３
参
照
）

行政

住民基本台帳人口３,３１１人　２.５３％減

定住・子育て支援を充実させます

　
　
　

自
然
増
減
…
出
生
と
死
亡
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
人
口
の
増
減

　
　
　

社
会
増
減
…
転
入
と
転
出
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
人
口
の
増
減
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64
歳
以
下
が
大
き
く
減
少

　

15
年
前
と
比
べ
る
と
15
歳
か
ら
64
歳
の

生
産
年
齢
人
口
が
１
０
９
４
人
減
（
38
・

98
％
減
）
に
対
し
て
、
65
歳
以
上
人
口
は

82
人
（
６
・
33
％
増
）
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
14
歳
以
下
の
人
口
も
減
っ
て
お

り
、
64
歳
以
下
の
割
合
は
71
・
36
％
か
ら

58
・
41
％
へ
減
少
。
65
歳
以
上
の
割
合
が

41
・
59
％
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
古
平
町
の
人
口
構
成
割
合
は
、
少
な

い
生
産
年
齢
人

口
で
高
齢
者
を

支
え
る
い
び
つ

な
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

後
志
管
内
で
５
番
目
に
高
い
減
少
率

　

後
志
管
内
20
市
町
村
で
人
口
が
増
え
た

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
古
平

町
の
減
少
率
は
後
志
管
内
の
１
・
70
％
と

比
べ
て
０
・
83
ポ
イ
ン
ト
高
い
２
・
53
％

で
し
た
。
こ
れ
は
、
後
志
管
内
で
比
べ
て

み
る
と
５
番
目
に
高
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。（
表
４
参
照
）

　

生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

　

昨
年
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
小
樽
協
会
病

院
が
産
婦
人
科
医
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、

分
娩
の
取
扱
い
を
休
止
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
小
樽
市
内
で
分
娩
を
取
り
扱
う
病

院
は
１
医
院
だ
け
と
な
り
、
古
平
町
民
が

出
産
す
る
た
め
に
は
そ
の
小
樽
市
内
の
開

業
医
か
札
幌
市
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
安
心
し
て
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
町
で
は
、
毎
年
、
地
方
の
医
師
確

保
対
策
に
つ
い
て
国
や
道
へ
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
小
樽
市
や
北
後
志
各

町
村
、
小
樽
・
余
市
医
師
会
な
ど
で
「
北

後
志
周
産
期
医
療
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、

小
樽
協
会
病
院
の
早
期
分
娩
開
始
と
周
産

期
医
療
体
制
の
安
定

的
維
持
に
関
し
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

定
住
・
子
育
て
支
援
を
充
実

　

町
で
は
平
成
28
年
か
ら「
古
平
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も

緩
や
か
に
す
る
た
め
、
約
４
９
０
０
万
円

か
け
て
転
出
の
抑
制
と
出
生
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
６
・
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
築
・
中
古

住
宅
購
入
に
か
か
る
費
用
に
対
す
る
助
成

な
ど
定
住
・
移
住
対
策
を
行
う
ほ
か
、
保

育
料
の
軽
減
や
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
家
庭
へ
紙
お
む
つ
代
と
ご
み
袋
の
配
布
、

第
３
子
以
降
の
出
産
祝
金
を
贈
呈
す
る
な

ど
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

行政

　

総
務
省
が
今
年
の
２
月
に
公
表
し

た
平
成
27
年
国
勢
調
査
人
口
の
速

報
値
に
よ
る
と
古
平
町
の
人
口
は

３
１
８
８
人
で
、
住
民
基
本
台
帳
人

口
と
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
人
口
は
、
そ
の
町

に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
人
数
で

す
の
で
、
住
民
登
録
を
残
し
た
ま
ま

他
町
村
に
住
ん
で
い
る
場
合
で
も
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
人
口
は
、
住
民
登
録
と

は
関
係
な
く
調
査
日
に
居
住
し
て
い

る
方
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
人
口

と
国
勢
調
査
人
口
は
一
致
し
な
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国勢調査人口と
住民基本台帳人口の違い

9.31% 8.38% 7.84% 6.71% 6.70%

62.05% 57.84% 54.68% 52.78% 51.71%

28.64% 33.77% 37.48% 40.51% 41.59%
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犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
心
安
全
な
地
域
社
会

を
つ
く
る
全
国
的
な
運

動
で
あ
る
「
第
66
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
行
わ
れ
、
強
調
月
間

で
あ
る
７
月
に
様
々
な

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　

車
両
パ
レ
ー
ド

　

７
月
８
日
、
北
後
志

５
町
村
や
警
察
な
ど
約

15
台
の
車
両
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド

は
、
明
る
い
社
会
を
目

指
し
、
北
後
志
５
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
各
町

村
を
回
り
普
及
啓
発
す

る
も
の
で
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
併
せ
て

文
化
会
館
で
、
余
市
地

区
保
護
司
会
会
長
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
本
間
町
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
本
間

町
長
は
「
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
く
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　

古
平
町
住
民
集
会

　

７
月
22
日
、
文
化
会
館
で
古
平
町
住
民

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
事
前
に
小
中
学
生
か
ら
募
集

し
て
い
た
標
語
の
優
秀
作
品
が
発
表
さ
れ

た
ほ
か
、
お
お
よ
そ
70
人
の
参
加
者
は
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

優
秀
標
語
は
応
募
総
数
１
５
０
作
品
の

う
ち
27
作
品
、
優
秀
作
文
は
２
作
品
で
、

そ
れ
ぞ
れ
本
人
が
読
み
上
げ
、
本
間
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

・
あ
り
が
と
う　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と　

て
つ
だ
う
よ　
　
　
　

１
年　

鈴す

ず

き木

柑か

ん

な夏

・
あ
い
さ
つ
で　

や
さ
し
い
き
も
ち　

い
い
き
も
ち　
　
　
　
　

１
年　

立た
て
し
ま島　

七な

な

み海

・
た
の
し
い
な　

さ
そ
っ
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う　
　
　
　
　

１
年　

堀ほ
り　

　

愛あ

い

む夢

・
な
か
よ
く
ね　

え
が
お
ふ
や
そ
う　

こ
の
ま
ち
で　
　
　
　
　

２
年　

石い
し
ざ
わ沢

咲き

あ

ら

愛
来

・
お
は
よ
う
は　

あ
さ
の
は
じ
ま
り　

元
気
出
る　
　
　
　
　
　

２
年　

佐さ

さ

き

々
木
永と

わ遠

・
お
も
し
ろ
く　

く
ら
し
て
う
れ
し
い　

い
え
に
す
る　
　
　
　

２
年　

堀ほ
り　

　

樹じ
ゅ
ら
ん蘭

・
あ
い
さ
つ
は　

元
気
に
明
る
く　

自
分
か
ら　
　
　
　
　
　
　

３
年　

伊い

と

う藤　

妃ひ

よ

り愛

・
あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
つ
な
が
る　

い
い
え
が
お　
　
　
　
　

３
年　

大お
お
は
ら原　

悠ゆ
う
へ
い平

・「
ご
め
ん
ね
」
は　

笑
顔
と
り
も
ど
す　

合
い
言
葉　
　
　
　

 

３
年　

渡わ
た
な
べ邉  

凌
り
ょ
う

祐す
け

・
あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
え
が
お
の　

ま
ほ
う
だ
よ　
　
　
　
　

４
年　

大お
お
し
ま島

唯ゆ

り

か

梨
花

・
思
い
や
り　

人
に
や
さ
し
く　

い
い
き
も
ち　
　
　
　
　
　
　

４
年　

福ふ

く

い井　

杏あ

ん

な奈

・
ご
め
ん
ね
を　

ち
ゃ
ん
と
言
え
れ
ば　

な
か
な
お
り　
　
　
　

４
年　

福ふ

く

い井　

栞か

ん

な奈

・
他
人
で
も　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ　

に
っ
こ
に
こ　
　
　
　
　
　

５
年　

木き

む

ら村　

天て

ん

か花

・「
あ
り
が
と
う
」
　

 

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

お
ま
じ
な
い　
　
　
　
　

５
年　

布ぬ

の

や谷　

  

桜
さ
く
ら

・
町
の
人　

み
ん
な
に
こ
に
こ　

あ
い
さ
つ
で　
　
　
　
　
　
　

５
年　

平ひ

ら

の野　

諒
り
ょ
う

丞す
け

・
し
っ
か
り
と　

ル
ー
ル
を
守
り　

事
故
が
な
く　
　
　
　
　
　

６
年　

荒あ

ら

や谷　

波な

お

と音

・
あ
い
さ
つ
は　

自
分
か
ら
言
お
う　

元
気
よ
く　
　
　
　
　
　

６
年　

木き

む

ら村　

あ
い

・
あ
い
さ
つ
で　

心
と
心
が　

つ
う
じ
合
う　
　
　
　
　
　
　
　

６
年　

西に
し
う
ち内　

隆
り
ゅ
う

斗と

　
　
　

標
語
優
秀
作
品

小
学
生

小
学
生

町の出来事

第６６回「社会を明るくする運動」第６６回「社会を明るくする運動」
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
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・
大
丈
夫　

言
わ
れ
て
勇
気
が　

出
る
言
葉　
　
　
　
　
　

    

１
年　

梅う

め

の野　

楓ふ

う

か果

・
お
は
よ
う
で　

私
の
一
日　

始
ま
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

上か
み
ぐ
ち口　

瑞み

ず

き葵

・
ま
わ
り
み
て　

困
っ
て
る
人　

そ
こ
に
い
る　
　
　
　
　
　
　

１
年　

平ひ

ら

の野　

奈な

な

み見

・
家
族
と
は　

笑
顔
を
支
え
る　

味
方
で
す　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

金か

ね

こ子　

佳け

い

ご剛

・
支
え
あ
お
う　

社
会
の
た
め
に　

「
人
の
手
で
」　
　
　
　

  

２
年　

久く

ぼ

た

保
田
日は

る

と音

・
大
丈
夫
？　

そ
の
言
葉
か
ら　

第
一
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

末す
え
ま
さ政　

由ゆ

な菜

・
Ｓ
Ｏ
Ｓ　

助
け
る
勇
気
に　

言
う
勇
気　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年　

加か

と

う藤　

史ふ

み

や也

・
人
と
し
て　

ゆ
ず
る
気
持
ち　

大
切
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年　

堀ほ
り　

　

歌か

す

み純

・
画
面
見
ず　

友
達
見
な
が
ら　

話
そ
う
よ　
　
　
　
　
　
　
　

３
年　

山や
ま
ざ
き崎　

麻あ

さ

み美

　
　
　

作
文
優
秀
作
品
（
小
学
生
の
み
応
募
）

中
学
生

中
学
生

・
住
み
や
す
い
町
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年　

首し
ゅ
ど
う藤　

優ゆ

う

な那

・
学
校
生
活
を
明
る
く
楽
し
く
す
ご
す
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

６
年　

野の

が

み上　

は
な

◆
開
催
日
時

　

平
成
28
年
９
月
14
日
（
水
）

　

午
前
11
時
か
ら

◆
場
所

　

文
化
会
館　

太
陽
ホ
ー
ル

◆
対
象
者

　

数
え
年
77
歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
12

　

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

◇
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

介
護
支
援
係

　

（
元
気
プ
ラ
ザ
）　

　
　

☎
42-

２
１
８
２

◆
開
催
日
時

　

平
成
28
年
10
月
10
日
（
月
）

　

・
受　

付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

・
開
会
式　

午
前
10
時

◆
ス
タ
ー
ト
場
所

　

古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
種
目

　

・
走
る
２
㎞
、
４
㎞
、
６
㎞
、
10
㎞
、

15
㎞
（
た
だ
し
幼
児
は
２
㎞
ま
で

で
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。
小
学

生
は
４
㎞
、
中
学
生
は
６
㎞
ま
で
）

　

・
歩
く
２
㎞
、
４
㎞

◆
参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

（
高
校
生
以
下
無
料
）

◇
お
問
合
せ
・
申
込
先

　

大
会
事
務
局
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

教
育
委
員
会　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
42-

２
３
０
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ
）

北後志管内で小３渡邉凌祐くんの
標語が小学生の部で佳作、中１梅
野楓果さんが中学生の部で佳作、
小６野上はなさんの作文が銅賞に
選ばれました。３人は、７月 28
日に積丹町で開催された「北後志
住民集会」で表彰されました。

お知らせ町の出来事

古平町住民集会の様子

児
童
扶
養
手
当
等
を
受
け
る
た
め
に　
　
　

　
　
　
　
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

「
敬
老
会
」開
催
の
お
知
ら
せ昨年の敬老会

第
41
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会昨年の大会
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臨時福祉給付金及び
障害・遺族年金受給者向け給付金
　　　　　　　 が支給されます！

 

臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
26
年
時
に
行
わ
れ
た
消
費
税
引
き

上
げ
（
５
％
か
ら
８
％
）
に
伴
っ
て
、
所

得
の
低
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

の
臨
時
的
な
給
付
措
置
で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
除
き

ま
す
。

　

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒

　
　

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合

　

・
生
活
保
護
の
受
給
者　
　
　
　

な
ど

◆
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

３
千
円

 

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

　

高
齢
者
を
除
く
所
得
の
少
な
い
年
金
受

給
者
の
方
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付
措
置

で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

　

た
だ
し
、
今
年
５
月
～
７
月
に
高
齢
者

向
け
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
を
除
き
ま

す
。

◆
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

３
万
円

 

給
付
時
期
と
申
請
方
法

■
申
請
受
付
及
び
給
付
時
期

　

９
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
申
請
を

受
付
け
、
支
給
開
始
は
10
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
記

載
し
て
い
る
必
要
な
も
の
を
持
参
の
う

え
、
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
申
請
書
等
の
事
前
郵
送
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
・
通
帳
・
保
険

　

証
や
免
許
証
な
ど
の

　

身
分
を
証
明
で
き
る

　

も
の

②
障
害
・
遺
族
年
金
受

　

給
者
の
方
は
、
年
金

　

振
込
通
知
書
（
ハ
ガ

　

キ
）
等

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

お知らせ
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職
員
の
任
免
及
び
職
員
数

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
に
４
人
採
用
し
、
５
人
が
退
職
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
１
日
の
職

員
数
は
74
名
で
、
平
成
26
年
度
と
比
較
す

る
と
１
人
増
加
し
て
い
ま
す
。（
表
１
、

表
２
参
照
）

職
員
の
給
与
に
つ
い
て

人
件
費

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
額
に

占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
14
・
２
％
で
す
。

（
表
３
参
照
）

職
員
給
与

　

平
成
27
年
度
の
職
員
の
給
与
は
、
職
員

65
人
で
、
給
料
が
２
億
２
５
４
４
万
４
千

円
、
期
末
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
が
７
９

５
５
万
７
千
円
で
す
。
１
人
当
た
り
の
年
間

給
与
費
は
５
０
４
万
円
で
す
。（
表
４
参
照
）

平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
、
平
均

　

給
与
月
額

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
古
平
町
、

北
海
道
及
び
国
家
公
務
員
の
一
般
行
政
職

の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
、
平
均
給

与
月
額
は
表
５
の
と
お
り
で
す
。
給
料
と

手
当
を
含
め
た
平
均
給
与
月
額
を
比
較
す

る
と
、
古
平
町
の
職
員
が
31
万
４
６
４
０

円
に
対
し
て
、
国
家
公
務
員
は
40
万
８
９

９
６
円
と
９
万
４
３
５
６
円
少
な
く
、
人

口
が
同
じ
よ
う
な
類
似
団
体
と
比
較
し
て

も
１
万
３
４
４
８
円
少
な
い
状
況
で
す
。

初
任
給
及
び
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平

　

均
給
料
月
額

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
一
般
行
政

職
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別
・
学
歴
別

平
均
給
料
月
額
で
は
、
大
卒
の
初
任
給
は

17
万
４
２
０
０
円
、
高
卒
の
初
任
給
が
14

万
２
１
０
０
円
で
す
。
高
卒
で
役
場
に
入

庁
し
、
30
～
35
年
が
経
過
し
た
職
員
の
平

均
給
料
は
37
万
１
９
０
０
円
で
す
。（
表

６
参
照
）

役場

　

古
平
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
７
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
27
年
度
の
役
場
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

た
だ
し
、
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
や
北
海
道
の
職
員
と
比
較
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
支
払
わ
れ
た
職
員
（
65
名
分
）
だ
け
と
し
ま
す
。

※
人
件
費
…
議
会
議
員
と
各
行
政

　

委
員
の
報
酬
、
特
別
職
（
町
長
、

　

副
町
長
、
教
育
長
）、
職
員
給

　

与
等
の
合
計
で
す
。

※
給
与
…
毎
月
の
給
料
と
扶
養
手

　

当
や
住
居
手
当
な
ど
の
各
手

　

当
、
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
を
合
わ
せ

　

た
も
の
で
す
。
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期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

　

職
員
に
は
一
定
の
条
件
の
も
と
表
７
の

と
お
り
期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
年
間
４
・
１
月
分

で
、
１
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額
は
１
０

４
万
４
千
円
で
す
。

退
職
手
当

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
退
職
手
当

は
表
８
の
と
お
り
で
す
。
支
給
月
数
は
国

家
公
務
員
と
同
じ
で
す
。

時
間
外
勤
務
手
当

　

正
規
の
勤
務
時
間
以
外
に
勤
務
し
た
際

の
時
間
外
勤
務
手
当
の
実
績
は
表
９
の
と

お
り
で
す
。
総
額
は
９
５
１
万
２
千
円
で

１
人
当
た
り
の
年
間
支
給
額
は
12
万
９
千

円
で
す
。

そ
の
他
各
種
手
当

　

そ
の
他
の
各
種
手
当
は
表
10
の
と
お
り

で
す
。

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

勤
務
時
間

　

平
成
27
年
度
の
勤
務
時
間
は
表
11
の
と

お
り
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

で
、途
中
の
休
憩
時
間
は
60
分
で
す
。（
午

前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
の
間
で
職

員
が
交
代
で
60
分
の
休
憩
を
取
っ
て
い
ま

す
）
ま
た
、
土
日
祝
日
、
12
月
31
日
～
１

月
５
日
は
役
場
の
閉
庁
日
で
す
。

そ
の
他
の
勤
務
条
件

　

職
員
に
は
表
12
の
と
お
り
年
次
有
給
休

暇
、
病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
、
介
護
休
暇
、

育
児
休
業
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
年
間

20
日
取
得
で
き
ま
す
が
、
そ
の
消
化
残
日

数
を
翌
年
に
繰
越
す
こ
と
が
で
き
、
最
大

で
40
日
ま
で
取
得
で
き
ま
す
。
表
13
か
ら

１
人
平
均
年
間
10
・
４
日
取
得
し
て
い
ま

す
。

役場

※
平
均
給
料
月
額
…
平
成
27
年

　

４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
職

　

員
の
基
本
給
の
平
均
で
す
。

※
平
均
給
与
月
額
…
毎
月
の
基

　

本
給
と
各
種
手
当
を
合
わ
せ

　

た
額
の
平
均
で
す
。

※
平
均
給
与
月
額(
国
ベ
ー
ス
）

　

…
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与

　

月
額
に
は
時
間
外
勤
務
手
当

　

等
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

　

比
較
の
た
め
に
国
家
公
務
員

　

と
同
じ
ベ
ー
ス
で
再
計
算
し

　

た
も
の
で
す
。

※
職
員
の
初
任
給
は
、
職
種
、

　

学
歴
、
経
験
年
数
に
基
づ
き

　

決
定
し
ま
す
。
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職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

　

職
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合
や
職
務
上

の
義
務
違
反
、
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
適
用

さ
れ
る
分
限
処
分
と
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

は
、
表
14
の
と
お
り
で
平
成
27
年
度
中
の

適
用
は
３
件
あ
り
ま
し
た
。

職
員
の
服
務
の
状
況
に
つ
い
て

　

服
務
と
は
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
が
、地
方
公
務
員
法
に
お
い
て「
す

べ
て
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公

共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
且
つ
、
職

務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
全
力
を
挙
げ

て
こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
令
及

び
上
司
の
職
務
命
令
に
従
う
義
務
、
信
用

失
墜
行
為
の
禁
止
、
職
務
専
念
義
務
、
秘

密
を
守
る
義
務
、
政
治
的
行
為
の
制
限
、

争
議
行
為
等
の
禁
止
、
営
利
企
業
等
の
従

事
制
限
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
や
制
限
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
研
修
の
状
況
に
つ
い
て

　

職
員
研
修
は
「
古
平
町
職
員
の
研
修
に

関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、
業
務
に
必
要

な
知
識
又
は
技
術
を
取
得
す
る
た
め
に
研

修
計
画
を
た
て
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
表
15
の
と
お
り
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

職
員
の
福
利
厚
生
の
状
況
に
つ
い
て

　

職
員
は
す
べ
て
北
海
道
市
町
村
職
員
共

済
組
合
と
北
海
道
市
町
村
職
員
福
祉
協
会

に
加
入
し
て
お
り
、
各
種
の
福
利
厚
生
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
は

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
、
公

務
上
や
通
勤
途
中
で
の
死
亡
・
負
傷
・
疾

病
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
補
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

職
員
の
利
益
の
保
護
の
状
況
に
つ
い
て

　

職
員
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
、
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
措
置
の
要
求
や
不
利
益
な
処
分
に
つ

い
て
の
不
服
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
申
立
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

役場
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各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
「
中
国
大
黄
河
雑

技
団
」
の
７
人
が
獅
子
舞
や
皿
回
し
な
ど

を
披
露
。
高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
ま
で
積
み

上
げ
た
椅
子
の
上
で
の
倒
立
も
あ
り
、
観

客
は
歓
声
と
と
も
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

家
族
で
見
に
来
て
い
た
古
平
小
学
校
１

年
の
本ほ

ん

ま間
嵩た

け
と
し敏

く
ん
は
「
お
面
を
シ
ュ
シ

ュ
っ
と
変
え
る
と
こ
ろ
と
椅
子
を
た
く
さ

ん
載
せ
て
逆
立
ち
す
る
の
が
す
ご
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
ま
ど
り
姉
妹
歌
謡
シ
ョ
ー
と
中
国
大

黄
河
雑
技
団
の
公
演
が
７
月
24
日
、
古
平

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
教

育
委
員
会
が
平
成
28
年
度
芸
術
鑑
賞
事
業

と
し
て
主
催
し
、
町
民
ら
４
０
０
人
は
懐

か
し
の
歌
や
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
驚
き

の
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
こ
ま
ど
り
姉
妹
が

デ
ビ
ュ
ー
曲
「
浅
草
姉
妹
」
な
ど
７
曲
を

熱
唱
。
最
後
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
が
起
こ
り

新
曲
の「
こ
ま
ど
り
の
ラ
ー
メ
ン
渡
り
鳥
」

も
披
露
し
ま
し
た
。
中
国
雑
技
で
は
中
国

懐
か
し
の
歌
や
驚
き
の
技
を
楽
し
む

こ
ま
ど
り
姉
妹
歌
謡
シ
ョ
ー
・
中
国
雑
技
団
公
演

　

７
月
14
日
、
21
日
の
両
日
で
第
21
回
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
８
月
５
日
に
第
19
回
同

セ
ン
タ
ー
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
男
女

混
合
ミ
ッ
ク
ス
の
部
５
チ
ー
ム
、
レ
デ
ィ

ー
ス
の
部
５
チ
ー
ム
が
出
場
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
は
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
４
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
結
果

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

○
ミ
ッ
ク
ス
の
部

　

優　

勝　

Ｆ
Ｂ-

４
９

　

準
優
勝　

Ｆ
Ｂ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ

　

３　

位　

水
曜
バ
レ
ー

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

　

優　

勝　

Ｆ
Ｂ-

４
９

　

準
優
勝　

チ
ー
ム
リ
ッ
カ

　

３　

位　

海
洋
セ
ン
タ
ー

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　

優　

勝　

本
間
朝
子
・
本
間
祐
子
ペ
ア

　

準
優
勝　

山
口
夏
生
・
梅
内
茉
由
ペ
ア

　

３　

位　

梅
内
恵
子
・
堀
る
み
子
ペ
ア

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町の出来事

1414
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

こまどり姉妹歌謡ショー

中国雑技 皿回し、高椅子

ソフトバレーボール大会

バドミントン
大会
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７
月
23
日
、
高
橋
は
る
み
知
事
が
沖
町
の

防
災
記
念
広
場
を
訪
れ
、
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩

落
事
故
の
慰
霊
碑
に
献
花
を
し
ま
し
た
。

　

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
は
、
平
成
８
年

２
月
10
日
、
余
市
町
と
古
平
町
を
結
ぶ
国
道

２
２
９
号
線
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
古
平
町
側
坑
口

付
近
で
大
規
模
な
岩
盤
崩
落
が
発
生
し
、
20

名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
大
事
故
で
す
。

　

高
橋
知
事
は
、
事
故
の
内
容
や
当
時
の
様

子
に
つ
い
て
、
遺
族
会
の
田
畑
正
さ
ん
や
本

間
順
司
町
長
か

ら
説
明
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

７/26（火）・28（木） 「嫌いな野菜も食べられたよ」 ～幼児センター食育教室

　

７
月
26
日
、
28
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
４
、

５
歳
児
を
対
象
に
町
の
栄
養
士
に
よ
る
食
育

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
心

身
と
も
に
健
康
に
な
る
た
め
に
大
切
な
食
べ

物
の
働
き
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
身
体
を
つ
く
る
た
め
に
必
要

な
赤
黄
緑
の
食
べ
物
の
栄
養
に
つ
い
て
、
実

際
に
サ
ラ
ダ
を
作
り
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
マ
ト
な
ど

を
包
丁
を
使
っ
て
切
り
、
盛
り
付
け
も
自
分

達
で
行
い
ま
し
た
。

　

野
菜
が
嫌
い
な
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
全

員
が
完
食
。
５
歳
児
の
堀ほ

り

葵あ

お

い生
く
ん
は
「
自

分
で
切
っ
て
サ
ラ
ダ
を
作
る
の
は
楽
し
か
っ

た
か
ら
、
野
菜
は
嫌
い
だ
け
ど
今
日
は
食
べ

れ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
が
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
小
学
１
～
５
年
生
ま
で
の
21

人
が
参
加
し
、
ビ
ー
ト
板
を
使
っ
て
５
ｍ
泳

げ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ク
ロ
ー
ル
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
目
標
を
立
て
、
４

班
に
分
か
れ
て
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ビ
ー
ト
板
で
の
基
本
動
作
、
バ
タ
足
や
息
継

ぎ
な
ど
を
教
わ
り
、
最
終
日
に
は
級
審
査
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
坂さ

か

田た

陵り
ょ
う
や弥

く
ん
は
「
ビ
ー
ト
板

を
使
っ
て
５
ｍ
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
目

標
を
達
成
で
き
た
し
、
泳
ぐ
の
は
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

７/23（土） 「高橋知事豊浜トンネル崩落事故慰霊碑に献花」 

７/27（水）～29（金） 「泳ぎ方の基本を学ぶ」 ～小学生水泳教室

その他の出来事
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古
平
町
商
工
会
が
主
催
す
る
「
納
涼
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
in
ふ
る
び
ら
」
が
７
月
29
日
、
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
の
梅
野
史
朗
会
長
は
「
美
味
し
い

食
べ
物
や
催
し
物
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
時

間
の
許
す
限
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

開
催
直
前
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、

外
の
広
場
で
は
な
く
屋
内
の
太
陽
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
は
ビ
ー
ル
や
焼
き

鳥
、
か
き
氷
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
参
加
で
き
る
ふ
る
っ
ぴ
～
の
○

×
ク
イ
ズ
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

も
実
施
さ
れ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

８ /６（土） 「餅まきやビンゴで楽しいひと時を過ごす」 ～ふるびら温泉しおかぜ夏祭り

　

８
月
６
日
、
温
泉
交
流
広
場
で
、
ふ
る
び

ら
温
泉
し
お
か
ぜ
夏
祭
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。
平
成
23
年
に
移
転
新
築
し
た
同
温
泉
施

設
の
集
客
を
目
的
に
、
今
年
で
５
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
町
民
ら
約
７
０
０
人
が

生
ビ
ー
ル
や
か
き
氷
、
金
魚
す
く
い
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
で
採
れ
た
野

菜
や
た
ま
ご
、
水
産
加
工
品
な
ど
の
直
売

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
生
バ
ン
ド

の
演
奏
や
ふ
る
っ
ぴ
～
が
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

夏
祭
り
開
催
第
５
回
目
記
念
と
し
て
餅
ま

き
大
会
や
温
泉
の
年
間
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

古
平
町
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
発
足
式
が

８
月
７
日
、
町
内
港
町
の
海
岸
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

古
平
町
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
古
平
町

の
海
岸
線
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
町
内
で
水
上
バ
イ
ク

を
楽
し
む
10
人
が
防
犯
・
見
回
り
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

余
市
警
察
署
丹
保
和
久
署
長
は
「
古
平
町

の
安
心
・
安
全
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
海
上
で
の

活
動
に
な
る
た
め
、
決
し
て
無
理
は
せ
ず
何

か
あ
っ
た
ら
警
察
や
海
上
保
安
庁
へ
連
絡
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

古
平
町
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
越
善
桂
介

隊
長
は
「
水
難
救
助
や
密
漁
防
止
な
ど
、
古

平
町
の
安
全
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話

し
ま
し
た
。

８ /７（日） 「海岸線の安心・安全を守る」 ～古平町海上パトロール隊の発足式

７/29（金） 「ビールや焼き鳥を堪能」 ～古平商工会納涼ビアガーデンｉｎふるびら

その他の出来事
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き
の
方
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門

　
　

☎
０
１
３
８-

40-

４
２
４
４

　

函
館
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.customs.go.jp/hakodate/

　

小
樽
税
関
支
署
統
括
監
視
官
（
取
１
）

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

４
１
６
３

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

９
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
民
生
課
福
祉
係 

☎
42-

２
１
８
１

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）・
防
衛
大
学 

　

校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学

　

生
・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　

(

自
衛
官
コ
ー
ス)

等
を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
左
記
へ

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域

　

事
務
所　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

で
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
相
談
例

・
趣
味
・
特
技
を
生
か
し
て
起
業
し
た
い

・
育
児
が
ひ
と
段
落
し
た
の
で
仕
事
を
し

　

た
い
が
、
し
ば
ら
く
仕
事
を
し
て
い
な

　

い
の
で
自
信
が
な
い
。

・
市
民
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
が
ど
う

　

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い　

な
ど

　

相
談
に
は
専
門
家
が
無
料
で
対
応
し
ま

　

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
の
お
申

　

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

９
月
８
日　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所　

後
志
総
合
振
興
局
３
階

◇
予
約
・
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
７
１
１

　

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し

た
約
86
万
件
の
次
の
よ
う
な
未
返
還
の
保

管
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

　

方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
運
輸
局
に

　

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

○
帰
国
前
に
樺
太(

真
岡
、
大
泊
、
豊
栄
、

　

留
多
加
な
ど)

、
満
州(

瀋
陽
、
吉
林
、

　

撫
順
、
鞍
山
な
ど)

に
あ
っ
た
在
外
公

　

館
、
日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通

　

貨
・
証
券
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た

　

も
の

　

返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご

家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
づ

　

７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時

会
で
は
、
次
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
44
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
28
年
度
清
川
団
地
Ｂ
棟
建
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額　

８
０
４
６
万
円

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
相
手
方　

株
式
会
社
福
津
組

　

な
お
、
本
案
件
は
契
約
金
額
に
よ
り
議

会
の
議
決
に
付
す
案
件
で
す
。

　

９
月
５
日(

月)

か
ら
11
日(

日)

ま
で
は
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務

局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
通
常
よ
り
相

談
時
間
を
延
長
し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
日
時

　

・
９
月
５
日
（
月
）
～
９
日
（
金
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

・
９
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
相
談
・
お
問
合
せ
先

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
な
ど
の
学
校

教
育
に
関
す
る
悩
み
、
子
育
て
・
し
つ
け

な
ど
家
庭
教
育
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談

　

無
料
で
毎
日
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０-

３
８
８
２-

５
６

○
メ
ー
ル
相
談

　

返
信
に
数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
急
ぎ
の
方
は
電
話
相
談
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

○
来
所
相
談

　

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

場
所　

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁

　
　
　
　

目　

道
庁
別
館
８
階

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
教
育
委
員
会
学
校
教
育
局

　
　

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
１
１
１

　

北
海
道
は
、
女
性
の
結
婚
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
就
業
、
企

業
な
ど
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
「
北
海

道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
お
り
、
こ
の
度
、
後
志
総
合
振
興
局

【
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
】

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
】

【
北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
】

【
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内
】

【
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
方
々
へ
】

【
各
種
自
衛
官
等
の
募
集
】

情報
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北
海
道
で
は
、
ご
自
宅
で
生
活
す
る
障

が
い
者
又
は
障
が
い
児
の
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
次
の
手
当

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
国
が
定
め
る
障
害
程
度
認
定

　

基
準
に
該
当
す
る
障
が
い
で
あ
る
こ
と

　

が
条
件
で
す
。

 

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
（
満
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。た
だ
し
、

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
給
で
き
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
者
（
満
20
歳
以
上
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

 
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
児
（
満
20
歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
等
を
受
給

で
き
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
保
健
福
祉
課
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
直
接
窓
口
へ

お
越
し
下
さ
い
。

◇
申
請
・
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

障
害
者
支
援
係

　

（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　
　

☎
42
‐
２
１
８
２

　

古
平
町
商
工
会
が
、
古
平
町

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ふ
る
っ
ぴ
～
の
切

手
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
前
川
事
務
局
長
は

「
企
業
や
商
店
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
町
外
へ
郵
便
物
を
出
す
際

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
古
平

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

切
手
シ
ー
ト
は
次
の
と
お
り

販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
切
手
種
類

○
販
売
場
所　

古
平
町
商
工
会

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
商
工
会　

☎
42-

２
３
７
７

◇
９
月
４
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　

 

（
☎
22-

２
４
４
７
）

◇
９
月
11
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
32-

３
４
５
５
）

◇
９
月
18
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク　

            　
　

（
☎
21-

４
５
７
０
）

◇
９
月
19
日
（
月
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
48-

５
０
０
０
）

９
月
の
休
日
当
番
病
院

◇
９
月
22
日
（
木
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21-
５
５
６
６
）

◇
９
月
25
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
９
８
９
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　

整
形
外
科

情報

ご
存
知
で
す
か
？
「
障
が
い
者（
児
）の
手
当
」

ふるっぴ～切手シート販売！！

・82円×10枚　１シート820円
・82円×５枚と52円×５枚のセット
　１シート　670円
　絵柄はそれぞれ３種類で、切手として使
用後はシールとして再利用できます。
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寄贈図書のおしらせ
 

　今回「本とあそぼう　全国訪問おはな

し隊」より、合計４４冊の絵本・児童書

の寄贈がありました。

「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」

とは･･･講談社が１９９９年から始めた事

業。子どもたちに本に親しんでもらうた

めに、読み聞かせ等の活動をしながら各

都道府県を巡回しています。

 ～文学～

陸王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池井戸潤

終わった人　　　　　　　　　　　　　　　　内館牧子

海の見える理髪店　　　　　　　　　　　　　　荻原浩

永遠とは違う一日　　　　　　　　　　　　　押切もえ

伯爵夫人　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮實重彦

ユートピア　　　　　　　　　　　　　　　　湊かなえ

希望荘　　　　　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき

コンビニ人間　　　　　　　　　　　　　　村田沙耶香

鳥の会議　　　　　　　　　　　　　　　　　山下澄人

ねこのおうち　　　　　　　　　　　　　　　　柳美里

 ～社会～

結局、「すぐやる人」がすべてを手に入れる 　藤由達藏

幸せはあなたの心が決める　　　　　　　　　渡辺和子

ミライの授業　　　　　　　　　　　　　　　瀧本哲史

 ～生活～

自宅でできるライザップ　食事編

たのしい　山菜とりと料理　　　　　　　　　中井将善

あなたの人生を変える睡眠の法則　　　　　　菅原洋平

 ～絵本～

いちばん　しあわせな　おくりもの　   　　 宮野聡子

とんでもない　　　　　　　　　　 　　 鈴木のりたけ

このあとどうしちゃおう 　　　 ヨシタケシンスケ

 ～児童書～

かいけつゾロリのおいしい金メダル　　　　　原ゆたか

１２歳。アニメノベライズ　

～ちっちゃなムネのトキメキ～　１・２　　まいた菜穂

 ～その他～

原節子の真実　　　　　　　　　　　　　　　石井妙子

老いの流儀　小津安二郎の言葉　　　　　　米谷紳之介

　

文
化
会
館
図
書
室
に
新

し
い
本
が
入
り
ま
し
た
。

第
１
５
５
回
芥
川
賞
受
賞

作
「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」、

直
木
賞
受
賞
作
「
海
の
見

え
る
理
髪
店
」
や
人
気
作

家
・
池
井
戸
潤
の
最
新
作

「
陸
王
」
な
ど
話
題
作
が

多
数
取
り
揃
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時

　

月
～
金
曜
日

　
　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

（
司
書
は
木
曜
日
午
後
と

　

 

金
曜
日
）

★
貸
出
冊
数

　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　
　

☎
42
ー
２
５
９
０他にも多数新刊図書を取り揃えております。

ぜひご利用ください。

Ｂ& Ｇ海洋センター　移動図書のご案内 

　現在、文化会館図書室の他にも、Ｂ＆Ｇ

海洋センター内に移動図書のコーナーが

設置されており、こちらでも図書の貸し

出しを行っております。お近くの方やお

立ち寄りの際には、ぜひご利用ください。
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平
成
28
年
８
月
26
日
発
行
第
４
９
０
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

９
月
号

古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

手
で
掬
ふ
砂
さ
ら
さ
ら
と
夏
の
海　
　
　

夏
の
海
見
ゆ
る
窓
み
な
開
け
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

　
育
み
し
初
も
ぎ
の
茄
子
届
け
く
れ　
　
　

待
ち
合
は
ず
少
女
の
お
し
ゃ
れ
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
い
た
だ
き
し
黒
百
合
庭
に
馴
染
ま
ざ
る　

あ
り
な
し
の
風
の
遊
び
し
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

ね
ば
る
子
に
優
し
ま
な
ざ
し
夏
休　
　

手
土
産
は
利
尻
昆
布
と
海
の
香
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

前月比

人　口 3,233人 （ー８）

男 1,528人 （ー６）

女 1,705人 （ー２）

世帯数 1,796世帯 (ー６）

外国人 　 40人 （ー11）

男     2人 (ー４）

女    38人 （ー７）

町の人口と世帯数

（平成28年７月末日現在住民基本台帳人口）

思
ひ
出
ず
裕
次
郎
の
唄
「
ア
カ
シ
ア
の
真
白
き
花
よ
」
い
ま
盛
り
咲
く　

泉　
　
　

清　

三

六
月
の
夜
の
静し

じ

ま寂
を
さ
く
や
う
に
悲
鳴
と
き
こ
ゆ
走
る
風
音　

        

金　

子　

寿　

子

さ
く
ら
咲
く
あ
け
ぼ
の
公
園
中
ほ
ど
の
藤
棚
下
に
子
供
ら
遊
ぶ　
　
　
　

坂　

本　

信　

子

去
年
の
種
い
っ
せ
い
に
芽
吹
く
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
声
か
け
乍
ら
肥
料
ほ
ど
こ
す　

鈴　

木　

時　

子

雨
あ
と
の
緑
鮮
や
か
裏
山
に
蝦
夷
春
蝉
の
コ
ー
ラ
ス
響
く　
　
　
　
　
　

田　

中　

香　

下
校
す
る
小
学
生
ら
礼
儀
良
く
「
こ
ん
に
ち
わ
」
に
我
元
気
も
ら
ひ
ぬ　

寺　

田　

カ
ツ
子

波
し
だ
く
群
来
の
浜
辺
に
た
た
ず
み
ぬ
群
が
る
カ
モ
メ
何
を
語
ら
ふ　
　

小
山
内　

い
お
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

◎
物
品

　
　

北
前
船
の
船
印

　
　
　
　
　

坂　

井　

サ　

ワ
（
沖　

町
） 

髙た
か
は
し橋　

米よ

ね

と利

照て
る
や
ま山　

大た

い

し獅

谷た
に
う
ち内

か
れ
ん     

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

ちゃ
ん

８
・
５

８
・
５

７
・
14

生
年
月
日

生 大
暁

正
信

保
護
者さ

ん
さ
ん

さ
ん

浜　

一

本　

陣

あ
け
ぼ
の

町
内

熊
谷　

泰
治

長
出　

イ
チ

夛
田　

和
子

小
玉　

サ
ヨ

丸
山
扶
美
子

 

椿　
　

弘

眞
貝　

亮
子

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

83
歳

83
歳

67
歳

100
歳

58
歳

83
歳

92
歳

年
齢

８
・
10

８
・
８

８
・
７

８
・
４

７
・
28

７
・
20

７
・
16

死
去
月
日

旭　

町

本　

町

歌
棄
町

浜　

三

清　

住

栄　

町

本　

陣
町
内

　

71
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た
８
月

15
日
、
世
界
の
平
和
を
願
う
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
リ
オ
・
五
輪
は
、
連
日
熱
戦
を
繰
り

広
げ
な
が
ら
全
行
程
の
半
分
を
超
え
た
。

こ
こ
ま
で
我
が
日
本
選
手
団
が
獲
得
し
た

金
メ
ダ
ル
の
数
は
、
早
く
も
前
回
ロ
ン
ド

ン
大
会
で
獲
得
し
た
数
に
並
ん
だ
。　

連

日
の
大
健
闘
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
後

半
戦
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
！

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
最
高
の
舞
台
で
あ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ

る
…
…
思
い
ど
お
り
に
力
を
出
し
き
れ
た

人
、
そ
う
で
な
い
人
…
…
メ
ダ
ル
だ
け
が

目
標
で
は
な
い
が
、
皆
、
国
の
威
信
を
か

け
て
闘
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
今
大
会

で
は
史
上
初
の
難
民
選
手
団
が
五
輪
旗
を

掲
げ
て
入
場
し
、
母
国
の
思
い
を
秘
め
て

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
。　

本
来
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
戦
争
や
紛
争
が
未
だ
に
続

い
て
お
り
、
今
や
過
激
な
テ
ロ
集
団
の
愚

行
も
後
を
絶
た
ず
に
拡
大
し
、
常
に
危
険

が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
何
と
か
な
ら
な

い
も
の
か
！

古
平
町
長　

本
間　

順
司

町
長
室
か
ら

投稿・くらし


